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No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
1 B-1 朝鮮の癩患者 大阪朝日新聞附録「朝鮮朝日」 1918(T. 7). 6.21 ４巻
2 B-2 癩病を癒すため従兄を惨殺して其の生血を飲ます 「朝鮮朝日」 1920(T. 9). 1.27 ４巻
3 A-1 癩病国の汚名を雪ぐ新予防法案 「京城日報」第4642号 ４面 1920(T. 9). 9. 9  ●
4 B-3 癩病患者救済運動、エビソン博士の主唱 「朝鮮朝日」 1920(T. 9). 9.29 ４巻
5 B-4 大邱医専の前提 「朝鮮朝日」 1921(T.10). 5. 1 ４巻
6 A-2 フォーラー氏、癩病の研究で近く入鮮す 「京城日報」第4879号 ５面 1921(T.10). 6. 8  ○
7 B-5 概ね日本人は癩病に真箇の理解がない、斉藤総督の書簡
の一節
「朝鮮朝日」 1921(T.10). 9.23 ４巻
8 A-3 癩病患者に天来の福音、対症療法から根本的療法へ（志
賀博士談）
「京城日報」第5006号 ４面 1921(T.10).10.16  ○
9 B-6 村田　正太 朝鮮に於ける救癩問題 「日本及日本人」第821号 32-35 1921(T.10)-11 ６巻
10 C-1 村田　正太 朝鮮に於ける救癩問題 「医学及医政」第８巻第11号 25-28 1921(T.10)-11
11 A-4 全北の一孤島に国立癩患者収容所を建設して伝国の癩病
患者を収容せんと云ふ計画、鮮内の該病患者は三千名
「京城日報」第5038号 ６面 1921(T.10).11.19  ●
12 B-7 鮮人訓導自殺 「朝鮮朝日」 1921(T.10).12.18 ４巻
13 B-8 孤独な癩療養所、総督府で慰問計画 「朝鮮朝日」 1921(T.10).12.28 ４巻
14 A-5 五封度の機械を据えて癩病特効薬を製剤、総督府医院で
志賀院長指揮下に治療法の目鼻もついた
「京城日報」第5074号 ２面 1921(T.10).12.26  ○
15 A-6 憐れな世捨人癩病患者へ同情 「京城日報」第5163号 ５面 1922(T.11). 3.30  
16 A-7 癩病患者のために後援会を組織して救済したいとア氏の
奔走、全鮮に二万の憐むべき患者
「京城日報」第5188号 ４面 1922(T.11). 4.25
17 B-9 癩患者収容近況、志賀院長談 「朝鮮朝日」 1922(T.11). 5.11 ４巻
18 A-8 【釜山】解放された癩病患者、釜山署警戒す 「京城日報」第5217号 ３面 1922(T.11). 5.24
19 A-9 エステル注射によって癩病は全癒する、小鹿島療養所か
ら最近二名の患者が全快退院
「京城日報」第5292号 ４面 1922(T.11). 8.13  ○
20 B-10 総督巡視予定 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.18 ４巻
21 A-10 志賀　潔 癩病患者治療の効顕はる（上） 「京城日報」第5384号 ２面 1922(T.11).11.18  ○
22 A-11 志賀　潔 癩病患者治療の効顕はる（中） 「京城日報」第5386号 １面 1922(T.11).11.20  ○
23 A-12 志賀　潔 癩病患者治療の効顕はる（下） 「京城日報」第5387号 ２面 1922(T.11).11.21  ○
24 A-13 癩病の隔離と治療 「京城日報」第5387号 ２面 1922(T.11).11.21
25 B-11 総督巡視地点 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.21 ４巻
26 B-12 米国領事の癩病院視察 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.22 ４巻
27 B-13 斉藤総督、癩病院を視る 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.24 ４巻
28 B-14 （人）斉藤実氏　　＊1922.11.24夜、帰京城 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.28 ４巻















No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
1 B-1 朝鮮の癩患者 大阪朝日新聞附録「朝鮮朝日」 1918(T. 7). 6.21 ４巻
2 B-2 癩病を癒すため従兄を惨殺して其の生血を飲ます 「朝鮮朝日」 1920(T. 9). 1.27 ４巻
3 A-1 癩病国の汚名を雪ぐ新予防法案 「京城日報」第4642号 ４面 1920(T. 9). 9. 9  ●
4 B-3 癩病患者救済運動、エビソン博士の主唱 「朝鮮朝日」 1920(T. 9). 9.29 ４巻
5 B-4 大邱医専の前提 「朝鮮朝日」 1921(T.10). 5. 1 ４巻
6 A-2 フォーラー氏、癩病の研究で近く入鮮す 「京城日報」第4879号 ５面 1921(T.10). 6. 8  ○
7 B-5 概ね日本人は癩病に真箇の理解がない、斉藤総督の書簡
の一節
「朝鮮朝日」 1921(T.10). 9.23 ４巻
8 A-3 癩病患者に天来の福音、対症療法から根本的療法へ（志
賀博士談）
「京城日報」第5006号 ４面 1921(T.10).10.16  ○
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11 A-4 全北の一孤島に国立癩患者収容所を建設して伝国の癩病
患者を収容せんと云ふ計画、鮮内の該病患者は三千名
「京城日報」第5038号 ６面 1921(T.10).11.19  ●
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16 A-7 癩病患者のために後援会を組織して救済したいとア氏の
奔走、全鮮に二万の憐むべき患者
「京城日報」第5188号 ４面 1922(T.11). 4.25
17 B-9 癩患者収容近況、志賀院長談 「朝鮮朝日」 1922(T.11). 5.11 ４巻
18 A-8 【釜山】解放された癩病患者、釜山署警戒す 「京城日報」第5217号 ３面 1922(T.11). 5.24
19 A-9 エステル注射によって癩病は全癒する、小鹿島療養所か
ら最近二名の患者が全快退院
「京城日報」第5292号 ４面 1922(T.11). 8.13  ○
20 B-10 総督巡視予定 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.18 ４巻
21 A-10 志賀　潔 癩病患者治療の効顕はる（上） 「京城日報」第5384号 ２面 1922(T.11).11.18  ○
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25 B-11 総督巡視地点 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.21 ４巻
26 B-12 米国領事の癩病院視察 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.22 ４巻
27 B-13 斉藤総督、癩病院を視る 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.24 ４巻
28 B-14 （人）斉藤実氏　　＊1922.11.24夜、帰京城 「朝鮮朝日」 1922(T.11).11.28 ４巻











1922(T.11).12. 9  ○
＜資料１＞京城日報（1920～1931）におけるハンセン病問題関係資料目録
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
31 B-15 （半島茶話）　＊牧田軍医監、小鹿島を視察 「朝鮮朝日」 1923(T.12). 1.31 ４巻
32 B-16 小鹿島の天刑病院、牧田朝鮮軍医部長 「朝鮮朝日」 1923(T.12). 2. 6 ４巻
33 C-4 花井　善吉 小鹿島慈恵医院ニ於ケル癩患者ノ統計 「朝鮮医学会雑誌」第42号 88-100 1923(T.12)-４
34 A-14 志賀博士の発明した天刑病の注射液、大邱癩患者収容所
で二名全快して退院す
「京城日報」第5564号（夕刊） ３面 1923(T.12). 5.24  ○
35 A-15 （栄光の人(6)）私立癩病隔離院管理者マッケンジー氏 「京城日報」第5814号 ５面 1924(T.13). 2. 5
36 A-16 重ね重ねの栄光、奨励金を下賜された社会事業団体
（六）大邱癩病院
「京城日報」第5827号 ５面 1924(T.13). 2.19
37 B-17 股肉を割いて病夫に薦める、迷信に囚はれた貞婦 「朝鮮朝日」 1924(T.13). 3. 4 ４巻
38 B-18 （広告）らい病　＊小松屋（草津湯之澤温泉） 「朝鮮朝日」 1924(T.13). 3.14 ４巻
39 B-19 癩患者救済と私鉄補助、何れも経費が許さぬ、有吉総監
談
「朝鮮朝日」 1924(T.13). 4. 3 ４巻
40 A-17 夫の癩病を治さんと股の肉を喰はす、貞女の鑑だと大評
判
「京城日報」第5874号 ２面 1924(T.13). 4. 6
41 A-18 癩病患者が死人の肉を喰ふ、警察当局が大警戒 「京城日報」第5883号 ２面 1924(T.13). 4.15
42 B-20 癩病患者で一部落を造る 「朝鮮朝日」 1924(T.13). 5.27 ４巻
43 A-19 大邱に多数の癩患者集る、評判の好い病院が満員で入院
を待つため
「京城日報」第5958号（夕刊） ２面 1924(T.13). 6.29
44 B-21 釜山の海辺を慕うて集まる癩患者の群れ、当局その処置
に困る
「朝鮮朝日」 1924(T.13). 8.12 ４巻
45 A-20 下岡総監南朝鮮視察記（承前）癩病々院に到る、患者は
狂喜して迎へた
「京城日報」第6033号（夕刊） １面 1924(T.13). 9.12
46 B-22 迷信から生肝採り、危難を脱した鮮人少女 「朝鮮朝日」 1924(T.13).10. 9 ４巻




49 A-22 癩病乞食、市内に殖えた 「京城日報」第6097号 ３面 1924(T.13).11.16
50 A-23 癩病注射液、新しく発見　※竹内勅（楽生病院）関係記
事
「京城日報」第6135号 ２面 1924(T.13).12.24  ○
51 B-24 癩病療養所拡張と増設、明年予算に計上計画中 「朝鮮朝日」 1925(T.14). 4.24 ４巻
52 B-25 基督教の感化で子孫を持たぬ、朝鮮癩病患者、病気の伝
はるを恐れ
「朝鮮朝日」 1925(T.14). 5.15 ４巻
53 A-24 【釜山】慶南管内に一千人の癩病患者、当局も対策に手
を焼く（永富道衛生課長談）
「京城日報」第6293号 ３面 1925(T.14). 6. 4
54 B-26 生肝を取らんと鮮婦人の少女誘拐、通行人に発見され果
さず、癩病を癒す迷信から
「朝鮮朝日」 1925(T.14). 8. 9 ４巻
55 B-27 大邱癩病院の患者百名が大立廻りを演ず 「朝鮮朝日」 1925(T.14). 8.12 ４巻
56 A-25 股肉を切って夫の病を癒す、人肉が特効薬といふ迷信が
生んだ美譚
「京城日報」第6366号（夕刊） ２面 1925(T.14). 8.16






「京城日報」第6448号（夕刊） ２面 1925(T.14).11. 8  ○
60 C-5 志賀　潔 朝鮮に於ける癩治療の成績並びに癩患者隔離に対する意
見－肉体病である癩は医学的治療法に俟ち、終生無退院
主義より治癒退院主義への効果－
「朝鮮及満洲」第217号 26-28 1925(T.14)-12  ○
61 C-6 志賀　潔 朝鮮ニ於ケル癩治療ノ成績並ニ癩患者隔離ニ対スル意見 「中外医事新報」第1097号 1-7 1926(T.15)-１  ○
62 B-30 癩病薬に怪魚を買取る 「朝鮮朝日」 1926(T.15). 3.20 ４巻
― 80 ―
1920年代の朝鮮におけるハンセン病問題に関する研究　－志賀潔における治療主義と隔離主義の相克－
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
63 B-31 癩病の薬に人肉が利くと聞き己の股の肉を裂き夫に進め
た妻
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 4. 3 ４巻
64 B-32 癩病患者が馬山に蟠居、立退を肯ぜぬ 「朝鮮朝日」 1926(T.15). 4.21 ４巻
65 B-33 癩病患者が釜山へ集まり、これではたまらぬと当局が頭
を悩ます
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 5.19 ４巻
66 B-34 各道聯合して癩療養所設置か、慶尚南道では釜山へ委さ
ず対策に頭を捻る
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 5.21 ４巻
67 A-27 志賀　潔 人道問題だけに癩病患者に去勢を施すことは考慮を要す
る、志賀医院長語る
「京城日報」第6648号（夕刊） １面 1926(T.15). 6. 1  ○




「京城日報」第6686号（夕刊） ３面 1926(T.15). 7. 9
70 A-29 癩患者慰問，大毎慈善団が千円寄附 「京城日報」第6694号（夕刊） ２面 1926(T.15). 7.17
71 A-30 【釜山】一千名の癩患者を収容する療養所、南鮮地方に
新設、下検分のため石川衛生課長来釜
「京城日報」第6728号 ３面 1926(T.15). 8.20
72 B-36 釜山癩病院の肢体を寄贈す、解剖用に困り抜く城大の医
学部教室へ
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 9.24 ４巻
73 A-31 【大邱】癩病の巡回診療、フレッチャー氏の計画、慶北
道内三ケ所で
「京城日報」第6777号 ３面 1926(T.15).10. 8
74 B-37 癩病患者の研究材料に死体を提供 「朝鮮朝日」 1926(T.15).10.14 ４巻
75 B-38 癩病患者が補助を懇願、斉藤総督宛に 「朝鮮朝日」 1926(T.15).10.16 ４巻






「朝鮮朝日」 1926(T.15).12. 2 ４巻
79 B-42 癩病院の拡張、有志の寄附で 「朝鮮朝日」 1926(T.15).12. 2 ４巻
80 B-43 懸案だった癩病院移転、光州からは立退料交附 「朝鮮朝日」 1926(T.15).12.29 ４巻
81 A-32 天刑病者に救ひの光至る、麗水の癩病院、本夏中に完成 「京城日報」第6868号 ７面 1927(S. 2). 1.12
82 B-44 光州癩病院いよいよ移転 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 1.12 ４巻
83 B-45 御下賜金をそれぞれ伝達 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 2.16 ４巻
84 A-33 優良なる社会事業団体（三）大邱癩病院 「京城日報」第6906号 ３面 1927(S. 2). 2.20
85 B-46 昨年中に収容した癩患者の延人員、五十三万八千人、
年々増加の傾向がある
「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 4.10 ４巻
86 B-47 患者の希望で去勢を実行し、癩患の撲滅を期する、志賀
博士の内地帰来談
「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 4.14 ４巻
87 A-34 天刑病患者は「去勢させねば」と、生理学会から帰った
志賀総督府医院長談
「京城日報」第6959号（夕刊） ２面 1927(S. 2). 4.14 ●
88 ★ 癩病の根絶は去勢するしかない、志賀博士談 「東亜日報」 1927(S. 2). 4.15 ４巻
89 A-35 癩病患者取締、道知事会議の問題とならん 「京城日報」第6960号 ４面 1927(S. 2). 4.15
90 B-48 癩療院の補助増額を当局に陳情 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 5.12 ４巻
91 B-49 小鹿島医院病舎を増築、癩患者四百名を収容す 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 6. 4 ４巻
92 A-36 天刑病患者が少年の生肝とり 「京城日報」第7041号 ７面 1927(S. 2). 7. 5
93 A-37 放浪の旅に迷ふ哀れな天刑病患者 「京城日報」第7041号 ７面 1927(S. 2). 7. 5
94 A-38 癩患者は離島へ、釜山商議が移転陳情 「京城日報」第7093号 ６面 1927(S. 2). 8.26 ●
― 81 ―
1920年代の朝鮮におけるハンセン病問題に関する研究　－志賀潔における治療主義と隔離主義の相克－
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
95 B-50 全南小鹿島癩療養所に娯楽機関設置 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 8.27 ４巻
96 A-39 癩病患者の取締を陳情、釜山商議から道知事へ（慶尚南
道）
「京城日報」第7098号 ４面 1927(S. 2). 8.31
97 A-40 癩病の孫娘を殺す、断崖から突落して（慶尚南道） 「京城日報」第7098号 ４面 1927(S. 2). 8.31




モルヒネ誘惑 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 8.31 ４巻
100 B-53 癩患者救済予防の第一期計画、二、三年のうちに完成 「朝鮮毎日」 1927(S. 2). 8.31 ４巻
101 B-54 患者一掃を知事に陳情 「朝鮮毎日」 1927(S. 2). 8.31 ４巻
102 A-41 天刑病患者の去勢と卵巣摘出、現実の問題として最上策
（志賀総督府医院長談）
「京城日報」第7112号 １面 1927(S. 2). 9.14 ●
103 A-42 癩患者の救済は世界の悩みである、朝鮮には約五万人あ
る（クリット氏談）
「京城日報」第7112号 ４面 1927(S. 2). 9.14
104 A-43 全国癩療養所長会議 「京城日報」第7119号 ２面 1927(S. 2). 9.21
105 A-44 漸進的にやる天刑病予防施設、常に全鮮的問題、湯浅政
務総監語る（釜山特電）
「京城日報」第7120号 ２面 1927(S. 2). 9.22
106 A-45 天六病院長取調べらる 「京城日報」第7136号 ４面 1927(S. 2).10. 8
107 B-55 癩患者が増長し婦女子に戯る、伝染病の患者だけに取締
が十分徹底せぬ
「朝鮮朝日」 1927(S. 2).10.11 ４巻
108 A-46 小鹿島の癩病隔離院、患者蝟集す（釜山） 「京城日報」第7148号 ４面 1927(S. 2).10.20
109 A-47 【慶尚南道】癩患者の大整理、縁故ある者は縁故者へ、
其他は療養院へ
「京城日報」第7150号 ５面 1927(S. 2).10.22
110 B-56 西亀技師、欧米を視察、印度の帰途 「朝鮮朝日」 1927(S. 2).11. 1 ４巻
111 A-48 【慶尚南道】癩患収容所寄附募集、事業拡張に充当（釜
山）
「京城日報」第7169号 ４面 1927(S. 2).11.11
112 A-49 【慶尚南道】癩患療養所拡張陳情、釜山社会事業研究会
で決議（釜山）
「京城日報」第7173号 ４面 1927(S. 2).11.15
113 B-57 寄附を仰ぎ釜山癩療院、治療室を増築 「朝鮮朝日」 1927(S. 2).11.22 ４巻
114 A-50
B-58
小鹿島に注がれた同情 「京城日報」第7204号 ２面 1927(S. 2).12.16 滝尾
４巻
115 A-51 【慶尚南道】病院に溢れた癩患者、当局頭を捻る 「京城日報」第7205号 ４面 1927(S. 2).12.17
116 B-59 病院に溢れた癩患者、当局頭を捻る 「朝鮮朝日」 1927(S. 2).12.17 ４巻
117 B-60 伝染病院の累計患者数、一万二千人 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 3.18 ４巻
118 B-61 暖になって始末に困る、釜山の癩患 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 3.18 ４巻
119 B-62 滴る生血を啜る兇暴無残な殺人鬼、癩患治癒の迷信から
六歳の小児を惨殺す















「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 4.18 ４巻
123 B-66 全南小鹿へ癩患を送る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 4.20 ４巻
124 A-54
B-67




天刑病院を拡張して更に五百名を収容 「京城日報」第7347号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 5.13 滝尾
４巻
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
63 B-31 癩病の薬に人肉が利くと聞き己の股の肉を裂き夫に進め
た妻
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 4. 3 ４巻
64 B-32 癩病患者が馬山に蟠居、立退を肯ぜぬ 「朝鮮朝日」 1926(T.15). 4.21 ４巻
65 B-33 癩病患者が釜山へ集まり、これではたまらぬと当局が頭
を悩ます
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 5.19 ４巻
66 B-34 各道聯合して癩療養所設置か、慶尚南道では釜山へ委さ
ず対策に頭を捻る
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 5.21 ４巻
67 A-27 志賀　潔 人道問題だけに癩病患者に去勢を施すことは考慮を要す
る、志賀医院長語る
「京城日報」第6648号（夕刊） １面 1926(T.15). 6. 1  ○




「京城日報」第6686号（夕刊） ３面 1926(T.15). 7. 9
70 A-29 癩患者慰問，大毎慈善団が千円寄附 「京城日報」第6694号（夕刊） ２面 1926(T.15). 7.17
71 A-30 【釜山】一千名の癩患者を収容する療養所、南鮮地方に
新設、下検分のため石川衛生課長来釜
「京城日報」第6728号 ３面 1926(T.15). 8.20
72 B-36 釜山癩病院の肢体を寄贈す、解剖用に困り抜く城大の医
学部教室へ
「朝鮮朝日」 1926(T.15). 9.24 ４巻
73 A-31 【大邱】癩病の巡回診療、フレッチャー氏の計画、慶北
道内三ケ所で
「京城日報」第6777号 ３面 1926(T.15).10. 8
74 B-37 癩病患者の研究材料に死体を提供 「朝鮮朝日」 1926(T.15).10.14 ４巻
75 B-38 癩病患者が補助を懇願、斉藤総督宛に 「朝鮮朝日」 1926(T.15).10.16 ４巻






「朝鮮朝日」 1926(T.15).12. 2 ４巻
79 B-42 癩病院の拡張、有志の寄附で 「朝鮮朝日」 1926(T.15).12. 2 ４巻
80 B-43 懸案だった癩病院移転、光州からは立退料交附 「朝鮮朝日」 1926(T.15).12.29 ４巻
81 A-32 天刑病者に救ひの光至る、麗水の癩病院、本夏中に完成 「京城日報」第6868号 ７面 1927(S. 2). 1.12
82 B-44 光州癩病院いよいよ移転 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 1.12 ４巻
83 B-45 御下賜金をそれぞれ伝達 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 2.16 ４巻
84 A-33 優良なる社会事業団体（三）大邱癩病院 「京城日報」第6906号 ３面 1927(S. 2). 2.20
85 B-46 昨年中に収容した癩患者の延人員、五十三万八千人、
年々増加の傾向がある
「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 4.10 ４巻
86 B-47 患者の希望で去勢を実行し、癩患の撲滅を期する、志賀
博士の内地帰来談
「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 4.14 ４巻
87 A-34 天刑病患者は「去勢させねば」と、生理学会から帰った
志賀総督府医院長談
「京城日報」第6959号（夕刊） ２面 1927(S. 2). 4.14 ●
88 ★ 癩病の根絶は去勢するしかない、志賀博士談 「東亜日報」 1927(S. 2). 4.15 ４巻
89 A-35 癩病患者取締、道知事会議の問題とならん 「京城日報」第6960号 ４面 1927(S. 2). 4.15
90 B-48 癩療院の補助増額を当局に陳情 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 5.12 ４巻
91 B-49 小鹿島医院病舎を増築、癩患者四百名を収容す 「朝鮮朝日」 1927(S. 2). 6. 4 ４巻
92 A-36 天刑病患者が少年の生肝とり 「京城日報」第7041号 ７面 1927(S. 2). 7. 5
93 A-37 放浪の旅に迷ふ哀れな天刑病患者 「京城日報」第7041号 ７面 1927(S. 2). 7. 5
94 A-38 癩患者は離島へ、釜山商議が移転陳情 「京城日報」第7093号 ６面 1927(S. 2). 8.26 ●
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No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
126 B-69 釜山の癩患者を小鹿島に移す、更に便利な島嶼に収容所
設置を計画
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 5.16 ４巻
127 A-56
B-70
伝染病予防令の改正に就て 「京城日報」第7351号 ３面 1928(S. 3). 5.17 滝尾
４巻
128 B-71 掻っ払ひの癩患者放逐 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 5.17 ４巻
129 B-72 癩患者狩集め、小鹿島に送る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6. 3 ４巻
130 A-57
B-73
生肝を抜く癩患者の一団、星州方面を徘徊 「京城日報」第7375号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 6.10 滝尾
４巻
131 B-74 癩病患者が物品を強要、庶民が困る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6.12 ４巻
132 B-75 大邱癩患者一斉に狩立、原籍地に送還 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6.19 ４巻
133 A-58 全南小鹿島の癩患者収容所、二百名分は完了し更に拡張
工事中
「京城日報」第7392号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 6.27
134 B-76 癩病を癒さんと人肉を食はす、近所の子供を連れ込み殺
した上での兇行
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 7.19 ４巻
135 A-59 天刑病患者が人肉斬取り、遂に小児を殺す、数日を経て
発覚
「京城日報」第7423号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 7.28
136 B-77 生肝を取るべく子供を菰で包み逃げ行く癩病患者、危く
救はれた四歳の男児
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 7.28 ４巻
137 B-78 癩患者の駆逐を講ず、釜山府の計画 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 8. 9 ４巻
138 B-79 大邱の癩患者五十余名を小鹿島に隔離 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 8.17 ４巻
139 B-80 小鹿島の癩病院、収容力を増し、四道の患者を移す 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 9. 3 ４巻
140 B-81 釜山の頭痛、癩患の放置、対策を考究中 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10. 2 ４巻
141 B-82 生肝取に死刑の求刑をなす 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10. 9 ４巻
142 B-83 経費不足で癩療養所が患者を放還 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.17 ４巻
143 B-84 放置される癩患者達が不穏の形勢 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.18 ４巻
144 A-60 五百名の癩患者騒ぐ、東莱郡の療養院が経営難に陥って 「京城日報」第7506号（夕刊） ２面 1928(S. 3).10.19 夕
刊？
145 B-85 釜山の癩患、療養所に送る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.23 ４巻
146 B-86 向ふ寒さの今日に百名の癩患が全癒もまたで退院する、
麗水療養所長の悲痛な述懐
「朝鮮朝日」 1928(S. 3).11.17 ４巻
147 A-61 人肉を食へば癩病が治る、迷信から幼女を殺した若き癩
患者の判決
「京城日報」第7546号 ７面 1928(S. 3).11.28
148 A-62 天刑病がなほる、両博士から、豪州で発表さる 「京城日報」第7590号（夕刊） ２面 1929(S. 4). 1.14 ○
149 A-63 待遇が悪いと癩病患者の騒ぎ 「京城日報」第7598号 ４面 1929(S. 4). 1.22
150 B-87 嬰児を蒸焼し胆を食った癩患者の控訴公判 「朝鮮朝日」 1929(S. 4). 2.23 ４巻
151 A-64 癩病菌の研究に志賀博士の大発見（写真入） 「京城日報」第7665号 ７面 1929(S. 4). 3.31 ○










Studien über die Kultur der Leprabacillen.Iste
Mitteilung
「京城医学紀要」第12巻第２号 14-22 1929(S. 4)
155 A-66 村田　正太 日本は世界の代表的な癩病国 「京城日報」第7737号 ３面 1929(S. 4). 6.12
156 B-88 少女を踏殺し生肝を喰ふ、天刑病の名薬との迷信から犯
行
「朝鮮朝日」 1929(S. 4). 9. 1 ４巻
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No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
157 A-67 国際癩委員会を明春大阪に開く 「京城日報」第7824号 ３面 1929(S. 4). 9. 8
158 B-89 厄介な癩病者を釜山から郷里へ放逐す 「朝鮮通信」 1929(S. 4). 9.21 ４巻
159 B-90 重症癩患者、療養所に送る 「朝鮮朝日」 1929(S. 4).10.25 ４巻
160 B-91 癩患者八十名、療養所送り 「朝鮮朝日」 1929(S. 4).11. 7 ４巻
161 B-92 野菜行商人にレプラ患者 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 1. 7 ４巻
162 B-93 レプラ患者救済事業補助金増額 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 1. 9 ４巻
163 A-68 癩病の研究家、各国から集まる、来春から東京で開催 「京城日報」第7949号 11面 1930(S. 5). 1.14
164 A-69 急施を要する癩患者の救済、四月の国際総会を機に本府
も方策を講ぜん
「京城日報」第7951号 ２面 1930(S. 5). 1.16
165 B-94 癩患者の殺人事件判決は四日 「朝鮮毎日」 1930(S. 5). 2. 1 ４巻
166 D-① 京城大学総長、病院聯盟委員長として起つ
＊1930.1.23付の志賀潔の手紙を紹介
「希望の日本」第51号 7 1930(S. 5). 3. 1
167 A-70 【全羅南道】天刑病予防請願書提出（道評議会第八日） 「京城日報」第7998号 ４面 1930(S. 5). 3. 5
168 B-95 「癩」研究その他材料を携へ、六十余氏が出席する日本
医学会大会へ
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 3.23 ４巻
169 D-② 朝鮮病院聯盟・看護婦連盟結成
＊1930.2.15付で朝鮮病院聯盟委員長に志賀潔就任
「希望の日本」第52号 7 1930(S. 5). 4. 1
170 B-96 癩患者廿七名を無断で大邱へ、釜山警察署非難さる、結
局は逆送と決定す
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 4.10 ４巻
171 B-97 癩患者は本籍地に送還す、放逐事件を動機とし、釜山、
大邱両者の協定
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 4.12 ４巻
172 B-98 衛生課長に西亀氏就任 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 4.15 ４巻
173 B-99 癩予防法の施行を希望、各道が処置に全く大こまり 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 4.23 ４巻
174 A-71 世界的発見たる癩病菌の人工培養、志賀博士の講演、来
月三日城大講堂で
「京城日報」第8050号 ７面 1930(S. 5). 4.26
175 A-72 城大六周年の記念式と講演 「京城日報」第8053号 11面 1930(S. 5). 4.29
176 D-③ 志賀・近藤両博士の来社
＊1930.4.20、志賀潔ら希望社本社を訪問
「希望の日本」第53号 20 1930(S. 5). 5. 1
177 A-73 城大記念講演会、身動きならぬ程の大盛会 「京城日報」第8057号 ７面 1930(S. 5). 5. 4
178 A-74 【平安北道】天刑病者の救済方陳情、全道の現在患者五
万人以上、各道に隔離病舎を設けよ
「京城日報」第8060号 ４面 1930(S. 5). 5. 7 ●
179 B-100 癩患者隔離場所の申請 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 5. 8 ４巻
180 B-101 癩療養所演劇場、補助を申病 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 5.29 ４巻
181 C-9 志賀　潔 世界に於ける癩の歴史と癩菌の研究 「朝鮮及満洲」第271号 37-40 1930(S. 5)-６
182 D-④ 朝鮮、京城府連盟の成立，志賀総長が主事にお起ち 「希望の日本」第54号 9 1930(S. 5). 6. 1
183 C-10 志賀　潔 癩菌の培養に就て（昭和五年五月一日京城皮膚科学会に
於て講演したる大要）
「医事公論」第933号 5-6 1930(S. 5). 6. 7
184 A-75 人道上見逃せぬ放浪の天刑病者、撲滅の為国民の理解を
望む
「京城日報」第8103号 ３面 1930(S. 5). 6.19 ●
185 B-102 癩患者の収容所の拡張、西亀衛生課長語る 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 6.20 ４巻
186 A-76 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（一） 「京城日報」第8106号 ３面 1930(S. 5). 6.22
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
126 B-69 釜山の癩患者を小鹿島に移す、更に便利な島嶼に収容所
設置を計画
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 5.16 ４巻
127 A-56
B-70
伝染病予防令の改正に就て 「京城日報」第7351号 ３面 1928(S. 3). 5.17 滝尾
４巻
128 B-71 掻っ払ひの癩患者放逐 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 5.17 ４巻
129 B-72 癩患者狩集め、小鹿島に送る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6. 3 ４巻
130 A-57
B-73
生肝を抜く癩患者の一団、星州方面を徘徊 「京城日報」第7375号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 6.10 滝尾
４巻
131 B-74 癩病患者が物品を強要、庶民が困る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6.12 ４巻
132 B-75 大邱癩患者一斉に狩立、原籍地に送還 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 6.19 ４巻
133 A-58 全南小鹿島の癩患者収容所、二百名分は完了し更に拡張
工事中
「京城日報」第7392号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 6.27
134 B-76 癩病を癒さんと人肉を食はす、近所の子供を連れ込み殺
した上での兇行
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 7.19 ４巻
135 A-59 天刑病患者が人肉斬取り、遂に小児を殺す、数日を経て
発覚
「京城日報」第7423号（夕刊） ２面 1928(S. 3). 7.28
136 B-77 生肝を取るべく子供を菰で包み逃げ行く癩病患者、危く
救はれた四歳の男児
「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 7.28 ４巻
137 B-78 癩患者の駆逐を講ず、釜山府の計画 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 8. 9 ４巻
138 B-79 大邱の癩患者五十余名を小鹿島に隔離 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 8.17 ４巻
139 B-80 小鹿島の癩病院、収容力を増し、四道の患者を移す 「朝鮮朝日」 1928(S. 3). 9. 3 ４巻
140 B-81 釜山の頭痛、癩患の放置、対策を考究中 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10. 2 ４巻
141 B-82 生肝取に死刑の求刑をなす 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10. 9 ４巻
142 B-83 経費不足で癩療養所が患者を放還 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.17 ４巻
143 B-84 放置される癩患者達が不穏の形勢 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.18 ４巻
144 A-60 五百名の癩患者騒ぐ、東莱郡の療養院が経営難に陥って 「京城日報」第7506号（夕刊） ２面 1928(S. 3).10.19 夕
刊？
145 B-85 釜山の癩患、療養所に送る 「朝鮮朝日」 1928(S. 3).10.23 ４巻
146 B-86 向ふ寒さの今日に百名の癩患が全癒もまたで退院する、
麗水療養所長の悲痛な述懐
「朝鮮朝日」 1928(S. 3).11.17 ４巻
147 A-61 人肉を食へば癩病が治る、迷信から幼女を殺した若き癩
患者の判決
「京城日報」第7546号 ７面 1928(S. 3).11.28
148 A-62 天刑病がなほる、両博士から、豪州で発表さる 「京城日報」第7590号（夕刊） ２面 1929(S. 4). 1.14 ○
149 A-63 待遇が悪いと癩病患者の騒ぎ 「京城日報」第7598号 ４面 1929(S. 4). 1.22
150 B-87 嬰児を蒸焼し胆を食った癩患者の控訴公判 「朝鮮朝日」 1929(S. 4). 2.23 ４巻
151 A-64 癩病菌の研究に志賀博士の大発見（写真入） 「京城日報」第7665号 ７面 1929(S. 4). 3.31 ○










Studien über die Kultur der Leprabacillen.Iste
Mitteilung
「京城医学紀要」第12巻第２号 14-22 1929(S. 4)
155 A-66 村田　正太 日本は世界の代表的な癩病国 「京城日報」第7737号 ３面 1929(S. 4). 6.12
156 B-88 少女を踏殺し生肝を喰ふ、天刑病の名薬との迷信から犯
行
「朝鮮朝日」 1929(S. 4). 9. 1 ４巻
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1920年代の朝鮮におけるハンセン病問題に関する研究　－志賀潔における治療主義と隔離主義の相克－
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
187 A-77 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（二） 「京城日報」第8108号 ３面 1930(S. 5). 6.24
188 A-78 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（三） 「京城日報」第8109号 ３面 1930(S. 5). 6.25
189 A-79 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（四） 「京城日報」第8110号 ３面 1930(S. 5). 6.26
190 A-80 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（五） 「京城日報」第8111号 ３面 1930(S. 5). 6.27
191 A-81 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（六） 「京城日報」第8112号 ３面 1930(S. 5). 6.28
192 A-82 最近の癩救済事業 「京城日報」第8112号 ３面 1930(S. 5). 6.28
193 A-83 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（七） 「京城日報」第8113号 ３面 1930(S. 5). 6.29
194 D-⑤ 創立十二周年と総裁の渡欧に際し寄せられた祝電
＊祝電中に志賀潔の名前あり
「希望の日本」第55号 5 1930(S. 5). 7. 1
195 D-⑥ 　 朝鮮、京城府連盟、渡欧の総裁を向え朝鮮神宮にて平安
祈願／京城大学総長志賀博士邸にて
「希望の日本」第55号 16 1930(S. 5). 7. 1
196 D-⑦ 終身社友芳名　　　　＊「朝鮮」に志賀潔の名前あり 「希望の日本」第55号 23 1930(S. 5). 7. 1





「京城日報」第8121号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 7. 7
199 B-103 小鹿島慈恵医院の癩患者の食費を減額に就いて憂慮 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.15 ４巻
200 B-104 哀れ朝鮮の顔に醜悪な泥土を塗る、狂躁病者やレプラ患
者、府衛生課で収容方法を講ず
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.24 ４巻
201 B-105 マ氏経営の癩収容所に補助金増額 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.24 ４巻
202 B-106 癩病患者五十名、全治して解放さる、入れ替えに五十名
を収容、釜山をうろつくに癩病患者減る
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.30 ４巻
203 A-85 癩救護御下賜金、範囲を全国的に調査 「京城日報」第8168号 ２面 1930(S. 5). 8.23
204 A-86 癩病研究のためこの身を試験に，飜然悔悟の無期徒刑囚
から志賀博士への書状
「京城日報」第8169号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 8.24
205 A-87 皇太后陛下の御仁慈、癩病院への御下賜は、畏し、御日
常の御節約に依る貴い御内帑金
「京城日報」第8171号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 8.26
206 A-88 レプラ横行、警察も手古ずる 「京城日報」第8177号（夕刊） ３面 1930(S. 5). 9. 1
207 D-⑧ 赤痢菌の発見者志賀博士、癩菌の人工培養に成功、志賀
博士は熱心なる同志、当の志賀博士は語る
「希望の日本」第57号 17 1930(S. 5). 9. 1
208 A-89 癩病撲滅、有難き御思召しを體し、内務省の計画成る 「京城日報」第8196号 ３面 1930(S. 5). 9.20
209 A-90 畏し、皇太后陛下、朝鮮癩療養所に御下賜金の御沙汰、
川西事務官拓務省と打合す
「京城日報」第8199号（夕刊） ３面 1930(S. 5). 9.23
210 B-107 小鹿島に在る癩療養所を拡張、一千名収容を計画す、来
年度予算に是が非でも計上
「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10. 1 ４巻
211 B-108 癩患の頭分に日当を与へ、部下を一所に集めて国調を完
全に行ふ
「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10. 2 ４巻
212 A-91 癩療養功労者に御下賜の御沙汰、朝鮮では小鹿島の矢澤
院長も光栄に浴せん
「京城日報」第8227号（夕刊） １面 1930(S. 5).10.21
213 B-109 癩病の継子の殺害を企つ 「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10.21 ４巻
214 A-92 癩予防協会設立協議、会長に渋澤子 「京城日報」第8228号（夕刊） １面 1930(S. 5).10.22
215 A-93 癩療養協会基本金百万円募集 「京城日報」第8228号 ２面 1930(S. 5).10.22
216 A-94 癩療養所、御下賜金割当、廿三日に決定、近く配布する 「京城日報」第8230号 ２面 1930(S. 5).10.24
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1920年代の朝鮮におけるハンセン病問題に関する研究　－志賀潔における治療主義と隔離主義の相克－
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
217 A-95 畏し、皇太后陛下、癩療養金を御下賜、総額廿四万八千
円、内相拓相拝受して退出
「京城日報」第8247号（夕刊） ２面 1930(S. 5).11.11
218 A-96 皇太后陛下に御礼を言上す、癩療養費御下賜に対し、
内、拓両相参内
「京城日報」第8264号 ２面 1930(S. 5).11.28
219 B-110 癩患者対策を定める 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 1.22 ４巻
220 B-111 慶南道の癩患者、年々増加す、当局取締に悩む 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 1.22 ４巻
221 B-112 癩患者救護週間 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 1.30 ４巻
222 D-⑨ 昭和六年初頭に開かれた本社主事総会関係者
＊写真中に志賀潔あり
「希望の日本」第62号 2 1931(S. 6). 2. 1
223 D-⑩ 全国主事総会　　　　　　　＊1931.1.4～1.6開催、朝
鮮からの出席者名中に志賀潔あり
「希望の日本」第62号 11 1931(S. 6). 2. 1
224 D-⑪ 全国主事総会出席者名簿　　　　　＊名簿中に志賀潔あ
り
「希望の日本」第62号 17 1931(S. 6). 2. 1
225 D-⑫ 本社庶務日誌　　　＊1930.1.3の早天修養会で志賀潔博
士の挨拶ありと記
「希望の日本」第62号 20 1931(S. 6). 2. 1




「京城日報」第8363号（夕刊） ３面 1931(S. 6). 3.11 ●
228 A-98 皇太后陛下の御心を拝し奉り、御下賜金で夫々患者慰
安、朝鮮の四癩病院
「京城日報」第8365号 ７面 1931(S. 6). 3.13
229 A-99 志賀　潔 安住を求めよ（四）＊1931.3.8 の明治会第３回講演会
記録
「京城日報」第8369号 ３面 1931(S. 6). 3.17 ●
230 A-100 志賀　潔 安住を求めよ（五） 「京城日報」第8370号 ３面 1931(S. 6). 3.18 ●
231 B-113 志賀城大総長のレプラ根絶の計画、一千万円あれば可能 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 3.19 ４巻
232 B-114 癩患者に自治村を造らせたい 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 3.25 ４巻
233 A-101 一家族七人が心中、五人の愛児を絞殺、夫婦は轢死、癩
病一家の悲惨事（宇都宮）
「京城日報」第8378号（夕刊） ２面 1931(S. 6). 3.26
234 A-102 列国に後れぬやう癩療養を研究、医学大会出席を機会に
各大学教授と提携（志賀城大総長談）
「京城日報」第8401号（夕刊） １面 1931(S. 6). 4.18
235 A-103 志賀　潔 癩の撲滅（一） 「京城日報」第8460号 ３面 1931(S. 6). 6.17 ●
236 A-104 志賀　潔 癩の撲滅（二） 「京城日報」第8461号 ３面 1931(S. 6). 6.18 ●
237 A-105 志賀　潔 癩の撲滅（三） 「京城日報」第8462号 ３面 1931(S. 6). 6.19 ●
238 B-115 大規模の癩患収容所、慶南道で新設の計画 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 6.20 ４巻
239 A-106 【慶尚南道】浮浪癩患者の根本的対策、生活の安定を与
へる事と収容所の設置
「京城日報」第8463号 ３面 1931(S. 6). 6.20 ●
240 A-107 志賀　潔 癩の撲滅（四） 「京城日報」第8464号 ３面 1931(S. 6). 6.21 ●
241 A-108 志賀　潔 癩の撲滅（五） 「京城日報」第8466号 ３面 1931(S. 6). 6.23 ●
242 A-109 志賀　潔 （ラジオ欄）癩病患者の慰安運動に就て 「京城日報」第8467号（夕刊） ３面 1931(S. 6). 6.24 ●
243 A-110 志賀　潔 癩の撲滅（六） 「京城日報」第8467号 ３面 1931(S. 6). 6.24 ●
244 A-111 全国的に癩撲滅の烽火、京城でも「講演と音楽の夕」明
廿五日を期して
「京城日報」第8467号 ７面 1931(S. 6). 6.24 ●
245 A-112 青い鳥社、希望社の夕に出演 「京城日報」第8468号（夕刊） ３面 1931(S. 6). 6.25 ●
246 A-113 けふ、講演と音楽の夕 「京城日報」第8468号 ７面 1931(S. 6). 6.25 ●
247 A-114 癩患根絶座談会（大邱） 「京城日報」第8469号 ４面 1931(S. 6). 6.26 ●
248 ＊ 癩病座談会、全鮮一の集団地大邱府内外民の悩み、内鮮
官民有力者大評定（大邱）
「関門日日新聞」第16562号 ３面 1931(S. 6). 6.26 ●
249 A-115 希望社主催、講演と音楽の夕【写真入】 「京城日報」第8470号（夕刊） ３面 1931(S. 6). 6.27 ●
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
187 A-77 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（二） 「京城日報」第8108号 ３面 1930(S. 5). 6.24
188 A-78 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（三） 「京城日報」第8109号 ３面 1930(S. 5). 6.25
189 A-79 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（四） 「京城日報」第8110号 ３面 1930(S. 5). 6.26
190 A-80 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（五） 「京城日報」第8111号 ３面 1930(S. 5). 6.27
191 A-81 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（六） 「京城日報」第8112号 ３面 1930(S. 5). 6.28
192 A-82 最近の癩救済事業 「京城日報」第8112号 ３面 1930(S. 5). 6.28
193 A-83 志賀　潔 癩の歴史と癩菌（七） 「京城日報」第8113号 ３面 1930(S. 5). 6.29
194 D-⑤ 創立十二周年と総裁の渡欧に際し寄せられた祝電
＊祝電中に志賀潔の名前あり
「希望の日本」第55号 5 1930(S. 5). 7. 1
195 D-⑥ 　 朝鮮、京城府連盟、渡欧の総裁を向え朝鮮神宮にて平安
祈願／京城大学総長志賀博士邸にて
「希望の日本」第55号 16 1930(S. 5). 7. 1
196 D-⑦ 終身社友芳名　　　　＊「朝鮮」に志賀潔の名前あり 「希望の日本」第55号 23 1930(S. 5). 7. 1





「京城日報」第8121号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 7. 7
199 B-103 小鹿島慈恵医院の癩患者の食費を減額に就いて憂慮 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.15 ４巻
200 B-104 哀れ朝鮮の顔に醜悪な泥土を塗る、狂躁病者やレプラ患
者、府衛生課で収容方法を講ず
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.24 ４巻
201 B-105 マ氏経営の癩収容所に補助金増額 「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.24 ４巻
202 B-106 癩病患者五十名、全治して解放さる、入れ替えに五十名
を収容、釜山をうろつくに癩病患者減る
「朝鮮朝日」 1930(S. 5). 7.30 ４巻
203 A-85 癩救護御下賜金、範囲を全国的に調査 「京城日報」第8168号 ２面 1930(S. 5). 8.23
204 A-86 癩病研究のためこの身を試験に，飜然悔悟の無期徒刑囚
から志賀博士への書状
「京城日報」第8169号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 8.24
205 A-87 皇太后陛下の御仁慈、癩病院への御下賜は、畏し、御日
常の御節約に依る貴い御内帑金
「京城日報」第8171号（夕刊） ２面 1930(S. 5). 8.26
206 A-88 レプラ横行、警察も手古ずる 「京城日報」第8177号（夕刊） ３面 1930(S. 5). 9. 1
207 D-⑧ 赤痢菌の発見者志賀博士、癩菌の人工培養に成功、志賀
博士は熱心なる同志、当の志賀博士は語る
「希望の日本」第57号 17 1930(S. 5). 9. 1
208 A-89 癩病撲滅、有難き御思召しを體し、内務省の計画成る 「京城日報」第8196号 ３面 1930(S. 5). 9.20
209 A-90 畏し、皇太后陛下、朝鮮癩療養所に御下賜金の御沙汰、
川西事務官拓務省と打合す
「京城日報」第8199号（夕刊） ３面 1930(S. 5). 9.23
210 B-107 小鹿島に在る癩療養所を拡張、一千名収容を計画す、来
年度予算に是が非でも計上
「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10. 1 ４巻
211 B-108 癩患の頭分に日当を与へ、部下を一所に集めて国調を完
全に行ふ
「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10. 2 ４巻
212 A-91 癩療養功労者に御下賜の御沙汰、朝鮮では小鹿島の矢澤
院長も光栄に浴せん
「京城日報」第8227号（夕刊） １面 1930(S. 5).10.21
213 B-109 癩病の継子の殺害を企つ 「朝鮮朝日」 1930(S. 5).10.21 ４巻
214 A-92 癩予防協会設立協議、会長に渋澤子 「京城日報」第8228号（夕刊） １面 1930(S. 5).10.22
215 A-93 癩療養協会基本金百万円募集 「京城日報」第8228号 ２面 1930(S. 5).10.22
216 A-94 癩療養所、御下賜金割当、廿三日に決定、近く配布する 「京城日報」第8230号 ２面 1930(S. 5).10.24
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1920年代の朝鮮におけるハンセン病問題に関する研究　－志賀潔における治療主義と隔離主義の相克－
No. 整理番号 著　者　名 記　　　事　　　名 号　　数 面  発 行 年 月 日 備考
250 A-116 （全羅北道）希望社群山府聯盟主催「癩」患者慰安資金
募集の「講演と音楽舞踊の夕」
「京城日報」第8471号 ５面 1931(S. 6). 6.28 ●
251 A-117 （忠清南道）レプラ根絶運動 「京城日報」第8471号 ５面 1931(S. 6). 6.28 ●
252 B-116 癩患者救護運動と根絶方策、大邱の座談会で決定 「朝鮮朝日」 1931(S. 6). 6.30 ４巻
253 A-118 癩病撲滅の有益な使途に撲滅デー催しの純益金千円を 「京城日報」第8484号 ７面 1931(S. 6). 7.10 ●
254 D-⑬ 京城の一日（志賀京城帝国大学総長邸の社友懇談会） 「希望の日本」第68号 7 1931(S. 6). 8. 1 ●
